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～デジタルを活用して効率化を実現させる考え方と取り組み～ 
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抄録 

現在の歯科界はデジタル化が急速に進み、デジタルを活用したイノベーションとし

て DXによる生産性の向上が求められ、手作業で時間のかかっていた時代から CAD/CAM

を活用し効率化を意識した時代となっています。世界と比べて日本の生産性は低く、

歯科技工士の減少や働き方改革などの時代背景を考えると、スタッフの教育と育成を

効率的に行い、組織力を高める必要があります。また、デジタルを活用した効率化を

進めるには、モデリングやジルコニアを適合調整の作業時間などを把握して改善点が

どこにあるかを分析し改善することで、生産性を向上することが出来ます。そのため

には、スタッフ一人ひとりが仕事に対しての意識を持ち時間を記録して、作業時間か

ら問題点を自己把握した上で、ミーティングで報告してもらう。このようにスタッフ

が仕事に対しての意識を高められるような取り組みと、会社のシステムの構築が大切

な要素となります。 

そして効率化によって生まれた時間を、専門知識や技術向上のために時間を活用す

ることによって、効率とクオリティーの両立が可能となり、この取り組みによって、

雇用条件の改善や、顧客満足度に繋がると考えています。 

仕事的に技術的要素が多い歯科技工士の仕事だからこそ、デジタルとアナログを使

い分け的確に進めることで、確実にスキルをのばすことができると考えています。今

回の講演ではデジタル・経営・教育の分野を通して、成果を変えるための「思考の習

慣」を考え、将来の visionを見据える機会になればと思っています。 

 


